
- 1 - 

 
 

 

毎年６月２３日から２９日は『男女共同参画週間』です！ 

 

「男女共同参画社会基本法」の公布・施行日である平成 11 年 6 月 23 日を踏まえ、

毎年 6 月 23 日から 29 日までの 1 週間を「男女共同参画週間」として、様々な取

組を通じ、男女共同参画社会基本法の目的や基本理念について理解を深めることを目

指しています。 

 

 

今年の男女共同参画週間のキャッチフレーズは、 

無くそう思い込み、守ろう個性 

みんなでつくる、みんなの未来。 

です。 

 

 

私たちは性別にかかわらず、様々な個性を持っていま

す。『男だから』『女だから』といった社会的につくら

れた性別役割分担意識にとらわれず、『自分らしさ』を

安心して表現できる社会の実現を目指しましょう。 

 

～男女共同参画であなたもわたしもハッピーに～ 
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男女共同参画センター（愛称 ウィズ）は、性別にかかわりなく対等な立

場であらゆる活動に参画し、喜びも責任も分かち合う男女共同参画社会の

実現を目指すための拠点施設です。 

愛称の“ウィズ”は、男女ともに、老いも若きもともにという意味が込め

られています。 
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性別役割分担意識について 

 

性別役割分担意識とは、男女を問わず個人の能力等によって役割を決めることが適当

であるにもかかわらず、性別だけを理由に役割を固定的に分ける考え方のことです。 

例えば「男は仕事、女は家事育児」、「男は主要な業務、女は補助的業務」等の考え方

がこれに該当します。 

 

性別役割分担意識は、男女共同参画社会の実現やジェンダー平等の達成を阻む要因と

なります。ささいな言葉や表現の際に、少し気をつけてみましょう。 

 

 

 
学ぼう！セクシャルマイノリティ 

 

ウィズレターでは 43 号よりセクシャルマイノリティ（LGBTQ+）の記事を連載し

ています。今回は、レインボーフラッグについて説明します。 

 

レインボーフラッグとは、LGBTQ+の尊厳と社会運動の象徴として、1970 年代か

ら使用されている、虹をモチーフとした旗のことです。現在広く使われているもの

は６色構成ですが、サンフランシスコのアーティスト、ギルバート・ベイカー氏が

デザインした当初は 8 色構成でした。各色には、以下の意味が込められています。 

 

・ピンク ：性  ・レッド：生命   ・オレンジ：癒し ・イエロー：太陽 

・グリーン：自然 ・ターコイズ：芸術 ・ネイビー：調和 ・パープル：精神 

 

当時の染め・印刷技術の問題等によって、大量生産のためにピンクとターコイズを

減らすことになり、6 色のデザインとなりました。しかし、8 色から 6 色に変わっ

ても、色に込められた意味合いは失われることなく受け継がれ続けています。 

 

 

6 月は、セクシャルマイノリティの権利を啓発す

るための様々な活動が行われる「プライド月間」

です。街中でレインボーフラッグを見かけること

も多いかもしれません。皆さんもぜひ探してみて

ください。 

 


